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嘉島町議会だより第18号

再生紙を使用しています。

平成28年に向けて

12月定例会

町政のここが聞きたい一般質問（４名）

主な議会活動

12月定例会
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編
集
後
記

　本
広
報
誌
も
第
18
号
と
な
り
ま
し

た
。今
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　新
年
の
発
刊
に
あ
た
り「
平
成
28
年

に
向
け
て
」と
題
し
た
、各
議
員
の
抱

負
を
是
非
皆
様
に
読
ん
で
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　さ
て
、い
ち
早
い
情
報
提
供
と
い
う

観
点
か
ら
、本
来
の
発
刊（
配
布
）は
、

議
会
終
了
後
1
か
月
程
度
が
最
良
と

考
え
ま
す
が
、現
段
階
で
は
、議
会
終

了
後
3
〜
4
回
の
委
員
会
を
開
き
構

成・検
討
な
ど
を
繰
り
返
し
行
っ
て
お

り
ま
す
。今
後
は
、広
報
委
員
全
員
で

更
な
る
検
討
を
重
ね
、早
期
発
刊
や
皆

様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
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議会の事など、ご意見をお寄せ下さい。
　　　　　又、議会だよりの「声」も募集しております。

※次の議会は、3月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。
「声」の募集や傍聴などのお問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）

募集してます。【みなさんの意見などお聞かせ下さい。】

主な議会活動（平成27年10月から1月まで）
月　　日 場　所　等項　　　　　　　　目

１０月　２日
１０月　３日
10月　7日～ 8日
10月14日～16日
１０月１９日
１０月１９日

１０月２３日

１０月２６日
１０月２７日
10月28日～30日
１１月　２日

１１月　３日

11月 4日～ 5日
１１月　６日
１１月　７日
１１月　８日
11月11日～13日
１１月１８日
１１月１９日

１１月２０日

11月25日～27日
12月 4日～ 7日
１２月　４日
１２月　８日
１２月１５日

１２月２４日

12月16日・1月27日
1月10日
1月12日

1月13日

1月14日
1月15日
1月20日
1月27日

町都市計画審議会（議長・森田・境野）
男女共同参画を考えよう第4回上益城大会（宮本）
監査委員全国研修会（清﨑議選監査委員）
経済厚生常任委員会行政視察
熊延鉄道跡探訪（議長）
例月現金出納検査（清﨑議選監査委員）
主要地方道小川嘉島線道路及び一般国道266号三角嘉島線整備
促進関する要望（議長）
熊本都市計画事業嘉島東部台地区画整理審議会（議長・森田）
議員研修会（全議員）
九州中央自動車道建設促進沿線議会協議会提言活動（議長）
町農業振興協議会（議長・鍋田）
町文化祭（全議員）
甲佐町合併60周年記念式典（議長）
上益城郡監査委員連絡協議会視察研修（清﨑議選監査委員）
上益城郡議員研修会及びスポーツ大会
第１０回人権の集い（全議員）
ジョイフルスポーツ（全議員）
町村議会議長全国大会及び郡町村議長会視察研修
例月現金出納検査（清﨑議選監査委員）
まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会（議長）
議会運営委員会
議会広報研修会（森田・中津・春日）
熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会（議長・木下・森田）
益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会視察研修（木下・鍋田）
第４回定例会
上益城消防組合議会第3回定例会（境野・川野）
第15回九州中央自動車道建設促進大会（議長）
例月現金出納検査（清﨑議選監査委員）
第4回臨時会
熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会（議長・木下・森田）
広報委員会（第1回～３回）
嘉島町成人式
町教育問題懇話会（議長・宮本）
熊延鉄道開業100周年記念写真展記念式典（議長）
上益城郡町村議会議長会定例会
くまもと創生フォーラム（議長）
例月現金出納検査（清﨑議選監査委員）
町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会
全員協議会

庁議室
甲佐町
東京メルパルク
石川県能美市ほか
上益城地域振興局発
監査委員室
熊本市役所
熊本県庁
役場2階大会議室
益城町文化会館ホール
福岡・東京
役場3階中会議室
町民会館（アクア）
甲佐町役場
佐賀県玄海町・佐賀県唐津市
山都町
町民会館（アクア）
嘉島中学校グランド
東京ＮＨＫホール・長野県坂城町ほか
監査委員室
役場3階中会議室
庁議室
自治会館
甲佐町
兵庫県川崎市ほか

組合事務所
宮崎県延岡市
監査委員室
役場議会議場
上益城地域振興局
監査委員室
町民会館（アクア）
嘉島中学校
甲佐町
山都町
熊本テルサ
監査委員室
グランメッセ
議員控室



　東部台地のネーミングも決まり、いよいよ新しい町づく
り開発が動きだします。
　農業ではかしま広域農場農業生産法人の設立やス
ポーツでは嘉島町総合型地域クラブの設立など、今年
は色んな面で動きのある年になりますが、議会も執行部
と一丸となって嘉島町発展の為に全力を尽くす所存です。

1 川上國治 議員

議長
総務常任委員会委員
上益城広域連合議会議員

当選回数順

所属委員会等

　今年も、町民の方々からの声を行政へ伝え、よ
り良い町づくりに貢献します。
　また、議員間での多様な事案に対し積極かつ
活発な議論を行い、議会・行政が両輪となり、嘉
島町が更なる発展するよう努力します。

5 宮本睦生 議員

議会運営委員会委員
総務常任委員会委員長
広報特別委員会委員長

　本年は、東部台地「ゆうすいの杜」の工事が始
まります。厳しい地方財政の中ではありますが計
画全体が早期に完了し、東西均衡ある町づくり
を進める為、議会執行部一体となり、全力を尽く
します。

9 境野隆文 議員

総務常任委員会副委員長
上益城消防組合議会副議長

　本年も皆様のご意見を町政に反映させ「嘉島
町に住んで良かった」と感じていただけるよう活
動をして参りたいと思います。

4 鍋田　平 議員

議会運営委員会委員
経済厚生常任委員会委員長
益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会議員

　嘉島町に住んでよかったと実感し、嘉島町にぜ
ひ住んでみたいと思わせるような地域づくりにどう
取り組んでいくのか、というのが私たちにかせられ
たテーマだと考えております。そのために、町民の
皆様方と一緒に、一生懸命努力してまいります。

8 中津芳春 議員

経済厚生常任委員会委員
広報特別委員会委員

　町民の皆様におかれましては良いお年を迎え
られたと思います。今、全国的に人口が減少して
いる中で嘉島町は増加している傾向です。  
　毎年飛躍している嘉島それを継続出来るよう
努力し、地域を大切にして住みやすい町づくりに
向け町民の方と共に頑張りたいと思います。  
       

3 富山　勝 議員        
        
         議員
議会運営委員会副委員長
建設常任委員会委員長                                
広報特別委員会副委員長        
        

　東部台地のネーミングが「ゆうすいの杜」に決
定。1日も早い工事着工に向け、また、国の地方創
生政策に合わせた、嘉島町版の総合戦略「まち・ひ
と・しごと創生戦略」実現のため、町執行部と共に
努めてまいります。ご指導ご支援をお願いします。

7 森田義雄 議員

建設常任委員会副委員長
広報特別委員会委員
御船地区衛生施設組合議会副議長

　新年を迎え町民の皆様におかれましては、益 ご々清
祥の事とお喜び申し上げます。
　本町も、農業法人化や東部台地のネームも「ゆうすい
の杜」と決まり人口増加に向けて着実に変化しています。
これからも、議会執行部一体となり住んでみたい、住ん
で良かった町づくりに努めてまいります。

　 春日堅一 議員

総務常任委員会委員
広報特別委員会委員
御船地区衛生施設組合議会議員

　厳しい情勢が続いておりますが、町民の皆様
のご意見を伺いながら、少子高齢化社会の問題、
農業対策等に取り組み地域発展の為に全力を尽
くします。
　住み良い町づくりに頑張ります。

2 木下　徹 議員

副議長
議会運営委員会委員長
経済厚生常任委員会委員
広報特別委員会委員
益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会議長

　議員になり、まもなく1年が過ぎますがこれから
も嘉島町そして地域の更なる発展のため、執行部
と一緒になって努力をしてまいります。

6 清﨑輝昭 議員

経済厚生常任委員会副委員長
監査委員
上益城広域連合議会議員

　今年は議員2年目となります。町の第5次総合
計画を推進し、ひとつひとつの課題に向き合いな
がら議会議員として執行部と共に取り組んで参
ります。

　 川野伸一 議員

建設常任委員会委員
上益城消防組合議会
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で
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、そ
の
総
合
計
画
に

お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
定
住
意

向
に
つ
い
て
見
ま
す
と｢

住
み

続
け
た
い｣

と
い
う
回
答
が

86
％
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
理

由
の
大
半
が｢

自
然
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
る｣｢

買
い
物
や
生

活
が
便
利｣

と
な
って
い
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
に
、本
町
は
市
街
地

で
は
利
便
性
に
優
れ
、各
集
落

で
は
住
環
境
に
優
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
を
有
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

今
後
の
集
落
の
活
性
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、市
街
化
調
整

区
域
の
規
制
緩
和
を
は
じ
め
、

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事

業
並
び
に
集
落
内
開
発
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
宅
地
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、自
立
し

た
地
域
を
支
え
る
、コ
ミ
ュニ

テ
ィ
づ
く
り
の
推
進
も
重
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

ま
た
、上
仲
間・下
仲
間
地
区

に
お
い
て
は
、ツ
ツ
ミ
や
ハ
タ
ノ

周
辺
の
地
区
計
画
区
域
内
の

規
制
緩
和
に
よ
り
企
業
誘
致

を
推
進
し
、働
く
場
所
を
創

出
す
る
こ
と
が
、定
住
促
進
に

も
つ
な
が
っ
て
賑
わ
い
の
あ
る

集
落
づ
く
り
と
な
り
、活
性

化
を
図
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

答
弁
を
受
け
て

　
本
町
の
調
査
に
よ
る
と
独

居
高
齢
者
世
帯
が
２
２
５
世

帯
、高
齢
者
世
帯
が
２
４
５
世

帯
、合
わ
せ
て
４
７
０
世
帯
ご

ざ
い
ま
す
が
、今
後
一
層
少
子

高
齢
化
が
進
む
こ
と
で
生
活

弱
者
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
、

ま
た
市
街
地
の
発
展
や
企
業

進
出
に
伴
い
今
ま
で
以
上
に

交
通
量
が
増
加
す
る
事
も
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、先
般
行
わ
れ
た

「
こ
ど
も
議
会
」の
中
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
の

質
問
が
有
り
ま
し
た
。財
政

負
担
が
大
き
い
為
検
討
し
て

い
な
い
と
の
回
答
で
し
た
。こ

れ
は
大
変
難
し
い
問
題
で
す

が
安
心
安
全
な
街
づ
く
り
を

念
頭
に
、そ
し
て
地
方
創
生
、

地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
も

町
全
体
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、町
執
行
部
と
議
会
が
共
に

継
続
し
て
検
討
す
る
課
題
だ

と
思
って
お
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
け
る
町
施
設
の

予
約
登
録
に
お
い
て
利
用
料

金
を
前
納
す
る
受
付
時
間
が

平
日
の
９
時
か
ら
17
時
ま
で

と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

不
便
さ
を
感
じ
て
お
ら
れ
る

町
民
も
お
り
何
ら
か
の
対
策

を
講
じ
て
頂
け
な
い
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

　
現
在
、社
会
教
育
課
で
は
、

町
民
会
館
等
の
社
会
教
育
施

設
、総
合
運
動
公
園
競
技
施

設
等
の
社
会
体
育
施
設
、並

び
に
小・中
学
校
体
育
館
の
学

校
施
設
を
、施
設
予
約
管
理

シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
、町
民
の

方
々
や一般
の
利
用
者
等
に
開

放
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
予
約
受
付
時
間
に
つ
き
ま

し
て
は
、職
員
の
勤
務
時
間
に

関
す
る
規
定
や
、公
金
の
取
扱

い
規
定
、収
納
事
務
の
取
扱
い

要
領
に
従
い
事
務
を
遂
行
し

て
お
り
、平
日
の
就
業
時
間
内

に
教
育
委
員
会
窓
口
で
申
請

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
上
益
城
郡
内
各
町
の
状
況

と
し
ま
し
て
は
、２
町
が
就
業

時
間
内
で
の
受
付
を
、施
設
の

管
理・運
営
を
委
託
さ
れ
て
お

り
ま
す
２
町
は
、休
館
日
を

除
き
、午
前
９
時
か
ら
午
後

10
時
ま
で
等
、受
託
者
で
あ
る

指
定
管
理
者
職
員
に
よ
り
、

券
売
機（
料
金
チ
ケ
ッ
ト
販
売

機
）を
設
置
し
対
応
さ
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

　
ご
質
問
の
新
た
な
方
策
等

を
講
じ
る
に
は
、業
務
の
必
要

性
や
職
員
の
配
置
等
様
々
な

課
題
が
考
慮
さ
れ
ま
す
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向

け
、よ
り
良
い
方
策
を
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
が
で
て
い
ま
す
。本

町
の
小・中
学
校
に
お
け
る
課

題
と
そ
の
た
め
の
対
策
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　

　
今
回
の
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
の
結
果
か
ら
小・中
学

校
と
も
に
、国
語
で
は
読
む
力
、

算
数
、数
学
で
は
数
学
的
な

考
え
方
、理
科
で
は
科
学
的

な
思
考
な
ど
が
課
題
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、質
問
紙
調
査
か
ら

は
、難
し
い
こ
と
で
も
失
敗
を

恐
れ
な
い
で
挑
戦
す
る
こ
と
、

家
で
の
授
業
の
復
習
な
ど
が

課
題
と
し
て
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
、上
益
城
教
育

事
務
所
、上
益
城
教
育
対
策

会
議
、校
長
会
等
と
連
携
し

て
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
大
事
な
こ
と
は
、学
校
で
全

職
員
が
そ
の
学
年
、そ
の
教
科

だ
け
の
課
題
で
は
な
く
、学
校

全
体
、全
教
科
の
課
題
と
し
て

共
通
認
識
を
持
っ
て
取
り
組

む
こ
と
で
す
。

　
各
学
校
で
は
、言
語
活
動

を
適
切
に
位
置
づ
け
た
、子
ど

も
た
ち
が「
分
か
る・楽
し
い
」

授
業
づ
く
り
を
進
め
、板
書
の

工
夫
や
、ノ
ー
ト
の
書
き
方
の

指
導
、デ
ジ
タ
ル
教
材
や
機
器

を
使
用
し
た
I
C
T
の
有
効

な
活
用
も
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
ま
た
、学
習
習
慣
の
確
立
の

た
め
に
、授
業
内
容
に
応
じ
た

家
庭
学
習
課
題
に
よ
る
家
庭

学
習
の
充
実
、児
童
生
徒
が

自
ら
計
画
・
実
践
す
る
読
書

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
の
学
力
向
上
検
証

改
善
サ
イ
ク
ル
に
位
置
付
け

た
課
題
改
善
プ
ラ
ンへ
の
支
援

の
た
め
に
、町
学
校
教
育
指
導

主
事
の
学
校
派
遣
と
と
も
に

上
益
城
教
育
事
務
所
に
要
請

し
て
、学
力
向
上
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
及
び
指
導
主
事
の
派
遣

を
行
って
も
ら
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、嘉
島
町
幼・保・小・

中
連
携
会
議
に
お
い
て
も「
基

本
的
な
生
活
習
慣
」を
育
む

連
携
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
作
成
し
、

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
、あ
い

さ
つ
、読
書
、家
庭
学
習
、パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
ル
ー
ル
の
具
体

的
な
取
組
を
図
って
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
、土
曜
に
お
け

る
充
実
し
た
学
習
機
会
を
提

供
す
る
方
策
の一つ
と
し
て
町

立
小・中
学
校
に
お
い
て
、「
土

曜
授
業
」を
年
３
回
実
施
い

た
し
ま
す
。

答
町
長

答
社
会
教
育
課
長

答
教
育
長

45

嘉島町議会だより第18号嘉島町議会だより第18号 12月定例会一般質問

平成27年　第4回

12月定例会
12月4日～12月7日

議
案
審
議
　可
決
し
た
議
案

同
意
案
件
　同
意
し
た
案
件

条
例
改
正
、
補
正
予
算
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
を
含
め
12

議
案
が
提
出
さ
れ
原
案
ど

お
り
可
決
又
は
同
意
し
ま

し
た
。

　
○
嘉
島
町
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○
嘉
島
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○
嘉
島
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○
嘉
島
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○
嘉
島
町
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○
嘉
島
町
運
動
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○
嘉
島
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○
平
成
27
年
度
嘉
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
○
平
成
27
年
度
嘉
島
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
○
平
成
27
年
度
嘉
島
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
○
平
成
27
年
度
嘉
島
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
付
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
宮
村
　
博
之
（
鯰
）

補正予算

主な補正内容

◎特別会計補正予算

一般会計補正予算⇒3億828万6千円追加し

　　　　　　　　　予算総額47億5179万7千円に

・障害児施設給付費扶助…………………………………………………………………1020万円
・施設型給付費扶助（保育所等運営負担金）……………………………………………3020万円
・機構集積協力金事業交付金 ………………………………………………………2億8500万円

　介護保険（第2号）特定入所者介護サービス補足給付金等192万2千円の増額で総額7億6109万9
千円に、公共下水道事業（第2号）工事請負費、管渠詳細設計委託、地質調査業務委託等4570万7
千円の減額で総額3億1400万4千円に、簡易水道事業（第2号）工事請負費等600万円の増額が主な
内容で総額6911万1千円となりました。



川
野 

伸
一
議
員

中
津 
芳
春
議
員

集
落
の
活
性
化
に
つ
い
て

問

町
施
設
の
予
約
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て

問

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
に
つ
い
て

問

　
　
本
町
に
於
い
て
は
企
業
誘

致
や
商
業
施
設
等
の
進
出
、

区
画
整
理
事
業
に
よ
る
住
宅

の
増
加
に
伴
い
人
口
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、旧
集

落
の
活
性
化
を
ど
の
様
に
考

え
て
お
ら
れ
る
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

　　
嘉
島
町
第
５
次
総
合
計
画

に
お
い
て
は
、活
力
と
う
る
お

い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市

｢

住
ん
で
良
か
っ
た 

水
の
郷
嘉

島｣

を
基
本
理
念
と
し
て
町
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、そ
の
総
合
計
画
に

お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
定
住
意

向
に
つ
い
て
見
ま
す
と｢

住
み

続
け
た
い｣

と
い
う
回
答
が

86
％
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
理

由
の
大
半
が｢

自
然
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
る｣｢

買
い
物
や
生

活
が
便
利｣

と
な
って
い
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
に
、本
町
は
市
街
地

で
は
利
便
性
に
優
れ
、各
集
落

で
は
住
環
境
に
優
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
を
有
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

今
後
の
集
落
の
活
性
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、市
街
化
調
整

区
域
の
規
制
緩
和
を
は
じ
め
、

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事

業
並
び
に
集
落
内
開
発
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
宅
地
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、自
立
し

た
地
域
を
支
え
る
、コ
ミ
ュニ

テ
ィ
づ
く
り
の
推
進
も
重
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

ま
た
、上
仲
間・下
仲
間
地
区

に
お
い
て
は
、ツ
ツ
ミ
や
ハ
タ
ノ

周
辺
の
地
区
計
画
区
域
内
の

規
制
緩
和
に
よ
り
企
業
誘
致

を
推
進
し
、働
く
場
所
を
創

出
す
る
こ
と
が
、定
住
促
進
に

も
つ
な
が
っ
て
賑
わ
い
の
あ
る

集
落
づ
く
り
と
な
り
、活
性

化
を
図
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

答
弁
を
受
け
て

　
本
町
の
調
査
に
よ
る
と
独

居
高
齢
者
世
帯
が
２
２
５
世

帯
、高
齢
者
世
帯
が
２
４
５
世

帯
、合
わ
せ
て
４
７
０
世
帯
ご

ざ
い
ま
す
が
、今
後
一
層
少
子

高
齢
化
が
進
む
こ
と
で
生
活

弱
者
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
、

ま
た
市
街
地
の
発
展
や
企
業

進
出
に
伴
い
今
ま
で
以
上
に

交
通
量
が
増
加
す
る
事
も
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、先
般
行
わ
れ
た

「
こ
ど
も
議
会
」の
中
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
の

質
問
が
有
り
ま
し
た
。財
政

負
担
が
大
き
い
為
検
討
し
て

い
な
い
と
の
回
答
で
し
た
。こ

れ
は
大
変
難
し
い
問
題
で
す

が
安
心
安
全
な
街
づ
く
り
を

念
頭
に
、そ
し
て
地
方
創
生
、

地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
も

町
全
体
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、町
執
行
部
と
議
会
が
共
に

継
続
し
て
検
討
す
る
課
題
だ

と
思
って
お
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
け
る
町
施
設
の

予
約
登
録
に
お
い
て
利
用
料

金
を
前
納
す
る
受
付
時
間
が

平
日
の
９
時
か
ら
17
時
ま
で

と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

不
便
さ
を
感
じ
て
お
ら
れ
る

町
民
も
お
り
何
ら
か
の
対
策

を
講
じ
て
頂
け
な
い
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

　
現
在
、社
会
教
育
課
で
は
、

町
民
会
館
等
の
社
会
教
育
施

設
、総
合
運
動
公
園
競
技
施

設
等
の
社
会
体
育
施
設
、並

び
に
小・中
学
校
体
育
館
の
学

校
施
設
を
、施
設
予
約
管
理

シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
、町
民
の

方
々
や一般
の
利
用
者
等
に
開

放
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
予
約
受
付
時
間
に
つ
き
ま

し
て
は
、職
員
の
勤
務
時
間
に

関
す
る
規
定
や
、公
金
の
取
扱

い
規
定
、収
納
事
務
の
取
扱
い

要
領
に
従
い
事
務
を
遂
行
し

て
お
り
、平
日
の
就
業
時
間
内

に
教
育
委
員
会
窓
口
で
申
請

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
上
益
城
郡
内
各
町
の
状
況

と
し
ま
し
て
は
、２
町
が
就
業

時
間
内
で
の
受
付
を
、施
設
の

管
理・運
営
を
委
託
さ
れ
て
お

り
ま
す
２
町
は
、休
館
日
を

除
き
、午
前
９
時
か
ら
午
後

10
時
ま
で
等
、受
託
者
で
あ
る

指
定
管
理
者
職
員
に
よ
り
、

券
売
機（
料
金
チ
ケ
ッ
ト
販
売

機
）を
設
置
し
対
応
さ
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

　
ご
質
問
の
新
た
な
方
策
等

を
講
じ
る
に
は
、業
務
の
必
要

性
や
職
員
の
配
置
等
様
々
な

課
題
が
考
慮
さ
れ
ま
す
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向

け
、よ
り
良
い
方
策
を
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
が
で
て
い
ま
す
。本

町
の
小・中
学
校
に
お
け
る
課

題
と
そ
の
た
め
の
対
策
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　

　
今
回
の
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
の
結
果
か
ら
小・中
学

校
と
も
に
、国
語
で
は
読
む
力
、

算
数
、数
学
で
は
数
学
的
な

考
え
方
、理
科
で
は
科
学
的

な
思
考
な
ど
が
課
題
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、質
問
紙
調
査
か
ら

は
、難
し
い
こ
と
で
も
失
敗
を

恐
れ
な
い
で
挑
戦
す
る
こ
と
、

家
で
の
授
業
の
復
習
な
ど
が

課
題
と
し
て
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
、上
益
城
教
育

事
務
所
、上
益
城
教
育
対
策

会
議
、校
長
会
等
と
連
携
し

て
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
大
事
な
こ
と
は
、学
校
で
全

職
員
が
そ
の
学
年
、そ
の
教
科

だ
け
の
課
題
で
は
な
く
、学
校

全
体
、全
教
科
の
課
題
と
し
て

共
通
認
識
を
持
っ
て
取
り
組

む
こ
と
で
す
。

　
各
学
校
で
は
、言
語
活
動

を
適
切
に
位
置
づ
け
た
、子
ど

も
た
ち
が「
分
か
る・楽
し
い
」

授
業
づ
く
り
を
進
め
、板
書
の

工
夫
や
、ノ
ー
ト
の
書
き
方
の

指
導
、デ
ジ
タ
ル
教
材
や
機
器

を
使
用
し
た
I
C
T
の
有
効

な
活
用
も
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
ま
た
、学
習
習
慣
の
確
立
の

た
め
に
、授
業
内
容
に
応
じ
た

家
庭
学
習
課
題
に
よ
る
家
庭

学
習
の
充
実
、児
童
生
徒
が

自
ら
計
画
・
実
践
す
る
読
書

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
の
学
力
向
上
検
証

改
善
サ
イ
ク
ル
に
位
置
付
け

た
課
題
改
善
プ
ラ
ンへ
の
支
援

の
た
め
に
、町
学
校
教
育
指
導

主
事
の
学
校
派
遣
と
と
も
に

上
益
城
教
育
事
務
所
に
要
請

し
て
、学
力
向
上
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
及
び
指
導
主
事
の
派
遣

を
行
って
も
ら
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、嘉
島
町
幼・保・小・

中
連
携
会
議
に
お
い
て
も「
基

本
的
な
生
活
習
慣
」を
育
む

連
携
カ
リ
キ
ュラ
ム
を
作
成
し
、

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
、あ
い

さ
つ
、読
書
、家
庭
学
習
、パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
ル
ー
ル
の
具
体

的
な
取
組
を
図
って
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
、土
曜
に
お
け

る
充
実
し
た
学
習
機
会
を
提

供
す
る
方
策
の一つ
と
し
て
町

立
小・中
学
校
に
お
い
て
、「
土

曜
授
業
」を
年
３
回
実
施
い

た
し
ま
す
。

答
町
長

答
社
会
教
育
課
長

答
教
育
長
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嘉島町議会だより第18号嘉島町議会だより第18号 12月定例会一般質問

平成27年　第4回

12月定例会
12月4日～12月7日

議
案
審
議
　可
決
し
た
議
案

同
意
案
件
　同
意
し
た
案
件

条
例
改
正
、
補
正
予
算
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
を
含
め
12

議
案
が
提
出
さ
れ
原
案
ど

お
り
可
決
又
は
同
意
し
ま

し
た
。

　
○
嘉
島
町
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○
嘉
島
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○
嘉
島
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○
嘉
島
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○
嘉
島
町
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○
嘉
島
町
運
動
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○
嘉
島
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
○
平
成
27
年
度
嘉
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
○
平
成
27
年
度
嘉
島
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
○
平
成
27
年
度
嘉
島
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
○
平
成
27
年
度
嘉
島
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
付
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
宮
村
　
博
之
（
鯰
）

補正予算

主な補正内容

◎特別会計補正予算

一般会計補正予算⇒3億828万6千円追加し

　　　　　　　　　予算総額47億5179万7千円に

・障害児施設給付費扶助…………………………………………………………………1020万円
・施設型給付費扶助（保育所等運営負担金）……………………………………………3020万円
・機構集積協力金事業交付金 ………………………………………………………2億8500万円

　介護保険（第2号）特定入所者介護サービス補足給付金等192万2千円の増額で総額7億6109万9
千円に、公共下水道事業（第2号）工事請負費、管渠詳細設計委託、地質調査業務委託等4570万7
千円の減額で総額3億1400万4千円に、簡易水道事業（第2号）工事請負費等600万円の増額が主な
内容で総額6911万1千円となりました。



鍋
田 

　平
議
員

区
長
（
嘱
託
員
）
に
つ

い
て

問

集
落
内
開
発
に
つ
い
て

問

各
地
区
の
公
民
館
の
水

質
検
査
と
発
電
機
の
配

備
に
つ
い
て

問

　
最
近
、
嘉
島
町
に
住
み
た

い
と
沢
山
の
転
入
者
が
増
加

し
て
お
り
、
熊
本
県
で
も
数

少
な
い
人
口
増
加
地
域
と
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

反
面
農
業
従
事
者
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
現
在
区
長

制
度
は
農
業
に
精
通
し
て
い

な
い
と
難
し
い
問
題
も
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
農
業

従
事
者
の
減
少
の
中
で
現
在

の
区
長
制
度
で
は
行
き
詰
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
行
政
と
し
て
今
後
の
区

長
制
度
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
嘉
島
町
に
は
、
一
定
の
地

区
に
住
所
を
有
す
る
者
の
地

縁
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た

団
体
と
し
て
、
13
の
行
政
区

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
住
民
自

治
の
機
能
を
有
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
行
政
区
の
構
成
員
を
代
表

す
る
「
区
長
」
職
が
あ
り
ま

す
。
区
長
の
み
な
ら
ず
、
副

区
長
、
会
計
、
そ
の
他
の
役

職
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
民
主

的
に
選
出
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
町
に
お
い
て
は
、

行
政
全
般
の
運
営
確
立
の
た

め
「
嘉
島
町
区
嘱
託
員
設
置

規
程
」
に
基
づ
き
13
の
行
政

区
を
定
め
、
区
民
の
総
意
に

よ
り
推
薦
さ
れ
た
方
を
「
嘱

託
員
」
と
し
て
、
町
長
が
委

嘱
し
、
町
の
行
政
事
務
執
行

の
補
助
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
町
の
行
政
事
務
の
う
ち
、

農
業
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
米
・
麦
・
大
豆
を
は

じ
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
農

作
業
の
節
目
、
節
目
に
お
い

て
「
農
業
に
関
す
る
事
柄
の

関
係
者
へ
の
周
知
」
の
お
願

い
や
、
嘱
託
員
会
議
の
際
に

「
籾
種
子
消
毒
日
・
田
植

え
・
水
田
の
中
干
し
・
落
水

期
日
」
な
ど
に
つ
い
て
、
協

議
を
お
願
い
し
、
そ
の
時
期

を
決
定
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
嘉
島
町
は
、
旧
来

か
ら
、
農
業
が
基
幹
産
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
区
長
に
は

農
家
を
さ
れ
て
い
る
方
が
主

に
選
出
さ
れ
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
が
、
最
近
は
、
農

家
を
さ
れ
て
い
な
い
区
長
さ

ん
が
選
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
す
。
農
業
を
さ
れ
て

い
な
い
嘱
託
員
さ
ん
の
集
落

で
は
、
農
業
に
関
し
て
精
通

さ
れ
て
い
る
農
家
の
方
が

「
生
産
組
合
長
」
や
「
営
農

組
合
長
」
を
務
め
ら
れ
、
嘱

託
員
さ
ん
と
連
携
し
て
集
落

ぐ
る
み
で
農
業
の
運
営
が
で

き
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政

区
で
独
自
に
農
区
長
を
選
任

さ
れ
て
も
良
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
町
と
し
て
は
、
現
状

の
嘱
託
員
制
度
に
よ
り
農
業

に
関
す
る
行
政
運
営
は
可
能

と
判
断
し
て
お
り
、
現
状
を

継
続
す
る
こ
と
と
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
、
各
地
区
で
集
落
内

開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

心
配
し
て
い
る
の
は
隣
接
し

た
田
畑
、
特
に
裏
地
の
道
路

確
保
が
で
き
て
い
る
か
無
道

路
地
に
な
ら
な
い
か
等
、
後

で
問
題
発
生
し
な
い
よ
う
に

集
落
内
開
発
申
請
時
に
十
分

審
査
を
し
て
許
可
を
お
願
い

し
た
い
の
で
す
が
。

　
集
落
内
開
発
に
つ
い
て
は

町
が
公
共
施
設
管
理
者
と
し

て
、
既
存
町
道
、
里
道
、
水

路
な
ど
の
状
況
と
開
発
許
可

の
内
容
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

都
市
計
画
法
第
32
条
の
協
議

と
同
意
の
手
続
き
を
経
て
、

町
か
ら
県
へ
開
発
の
進
達
を

行
っ
て
い
ま
す
。
開
発
行
為

で
改
築
等
を
行
う
際
に
は
、

周
辺
の
影
響
を
十
分
に
考
慮

し
、
地
元
の
区
長
さ
ん
及
び

隣
接
土
地
所
有
者
、
必
要
に

応
じ
て
土
地
改
良
区
の
同
意

を
添
付
し
た
上
で
、
そ
れ
に

添
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

開
発
す
る
道
路
沿
い
の
土
地

と
裏
地
の
土
地
利
用
に
つ
い

て
も
、
開
発
の
事
前
相
談
の

段
階
で
総
合
的
に
確
認
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
、
周
辺
の

土
地
利
用
に
支
障
が
な
い
よ

う
十
分
配
慮
し
た
措
置
を
求

め
開
発
の
指
導
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
嘉
島
町
は
災
害
時
停
電
に

な
る
と
地
下
水
使
用
の
た
め

に
ポ
ン
プ
が
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
平
成
27
年
８
月

の
台
風
災
害
で
も
水
の
配
給

は
あ
り
ま
し
た
が
飲
料
水
な

の
か
ト
イ
レ
用
な
の
か
様
々

な
課
題
が
残
り
ま
し
た
。
災

害
は
何
時
発
生
す
る
か
分
ら

な
い
の
で
、
事
前
に
各
地
区

の
公
民
館
の
水
質
検
査
と
発

電
機
を
配
備
す
れ
ば
、
飲
料

水
及
び
ト
イ
レ
の
水
等
の
確

保
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
。

　
各
行
政
区
の
公
民
館
の
地

下
水
の
検
査
は
「
熊
本
県
飲

用
井
戸
等
衛
生
対
策
要
領

（
行
政
検
査
）
」
に
基
づ
き
、

隔
年
で
実
施
し
て
検
査
結
果

を
区
長
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、

町
の
広
報
誌
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。
発
電
機
の
配
備
は

平
成
20
年
度
に
13
行
政
区
に

そ
れ
ぞ
れ
組
織
さ
れ
て
い
る

「
自
主
防
災
組
織
」
に
提
供

し
て
い
ま
す
。
災
害
時
は
停

電
の
日
数
や
時
間
な
ど
規
模

に
も
よ
り
ま
す
が
、
行
政
だ

け
で
は
対
応
に
限
界
が
あ
り

ま
す
の
で
「
自
助
」
や
「
共

助
」
の
観
点
か
ら
災
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

事
前
に
飲
料
水
・
非
常
食
及

び
生
活
用
水
を
風
呂
場
等
に

確
保
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

防
災
無
線
で
周
知
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
総
務
課
長

答
建
設
課
長

答
総
務
課
長

富
山 

　勝
議
員

地
域
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン

ジ
推
進
事
業
に
つ
い
て

問

か
し
ま
広
域
農
場
農
業

生
産
法
人
設
立
に
つ
い

て
問

　
11
月
６
日
の
上
益
城
管
内

の
議
会
議
員
研
修
会
に
お
い

て
、
県
の
地
域
振
興
の
取
組

み
に
つ
い
て
の
説
明
で
、
夢

チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
の
活

用
状
況
の
中
、
上
益
城
５
町

で
本
町
の
み
採
択
件
数
、
採

択
額
い
ず
れ
も
０
と
記
載
及

び
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
推
進
事
業

の
状
況
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

の
５
年
間
（
23
年
〜
27
年
）

一
度
も
活
用
し
て
い
な
い
の

か
又
、
本
町
で
は
定
住
促
進
、

企
業
誘
致
等
色
々
な
努
力
を

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
今

後
の
当
該
事
業
の
取
組
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
「
地
域
づ
く
り
夢
チ
ャ
レ

ン
ジ
推
進
事
業
」
は
、
平
成

23
年
度
か
ら
熊
本
県
が
地
域

の
活
性
化
や
地
方
創
生
を
目

指
し
、
市
町
村
や
地
域
住
民

の
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
を

後
押
し
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
補
助
事
業
と
し
て
、
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
質
問
の
平
成
23
年
か
ら
の

５
年
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
団
体
等
に
対
し
て
本
事

業
に
対
す
る
取
り
組
み
へ
の

照
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
事
業
に
対
す
る
取
り
組

み
の
意
向
が
無
く
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地

方
創
生
に
お
け
る
総
合
戦
略

の
施
策
で
あ
り
ま
す
「
移
住

定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
、

空
き
家
、
空
き
地
対
策
等
に

関
す
る
情
報
提
供
の
シ
ス
テ

ム
導
入
」
や
「
産
業
の
振
興

と
し
て
、
農
業
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
商
品
開
発
等
」

へ
の
取
り
組
み
を
検
討
し
ま

す
。

答
弁
を
受
け
て

　
本
事
業
に
対
す
る
取
り
組

み
へ
の
照
会
を
行
っ
た
と
の

事
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
地

域
、
団
体
等
に
照
会
さ
れ
た

の
か
。

　　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
一
般
的

に
事
業
案
内
を
行
な
い
ま
し

た
。
又
、
各
団
体
に
対
し
て

直
接
、
事
業
説
明
会
の
案
内

や
照
会
を
行
い
ま
し
た
が
、

５
年
間
残
念
な
が
ら
取
り
組

み
の
意
向
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　　
11
月
12
日
か
し
ま
広
域
農

場
農
業
生
産
法
人
設
立
が
あ

り
ま
し
た
。
設
立
に
至
る
ま

で
に
は
町
及
び
役
員
の
皆
様
、

並
び
に
関
係
各
位
の
ご
苦
労

に
感
謝
致
し
ま
す
。
そ
こ
で

地
域
説
明
が
何
回
か
あ
っ
た

中
で
伺
い
た
い
。

一
　
今
後
の
か
し
ま
広
域
農

場
農
業
生
産
法
人
に
対
し
て

町
の
支
援
取
組
み
に
つ
い
て

二
　
広
域
法
人
に
お
け
る
農

地
集
積
に
つ
い
て

　
本
町
の
六
つ
の
集
落
営
農

組
織
を
統
合
し
、
組
合
員
数

３
９
３
人
、
経
営
面
積
約
４

８
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
、

九
州
最
大
規
模
、
国
内
で
も

有
数
の
「
農
事
組
合
法
人
か

し
ま
広
域
農
場
」
の
設
立
総

会
が
、
ご
質
問
の
と
お
り
11

月
12
日
、
町
民
会
館
ア
ク
ア

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
農
家

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、

営
農
継
続
に
対
す
る
不
安
や

農
業
機
械
の
更
新
等
の
問
題

が
あ
る
中
、
営
農
組
織
の

方
々
と
土
地
利
用
型
農
業
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
町
と
し

ま
し
て
も
、
県
内
で
初
め
て

の
町
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る

農
事
組
合
法
人
が
誕
生
し
た

こ
と
で
、
今
後
、
広
域
農
場

で
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
た
コ
ス
ト
削
減
と
構

成
員
の
収
益
最
大
化
を
目
的

に
、
強
い
土
地
利
用
型
農
業

の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
も

の
と
思
い
ま
す
。
町
と
し
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
上

益
城
や
県
及
び
農
業
公
社
と

も
連
携
し
て
、
広
域
農
業
法

人
の
設
立
に
つ
い
て
、
推
進

検
討
会
、
法
人
設
立
準
備
委

員
会
に
お
い
て
、
具
体
的
な

設
立
に
向
け
た
検
討
や
３
回

に
わ
た
る
集
落
説
明
会
、
土

地
持
ち
非
農
家
へ
の
説
明
会

等
を
開
催
・
支
援
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

法
人
設
立
の
総
会
は
終
っ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
国
内
外
で

の
価
格
競
争

の
激
化
に
対

応
し
、
米
・

麦
・
大
豆
を

中
心
と
し
た

土
地
利
用
型

農
業
の
競
争

力
強
化
を
図

る
た
め
、
大

豆
作
付
面
積

の
増
や
野
菜

等
の
作
付
け
の
取
り
組
み
、

農
業
機
械
の
有
効
活
用
な
ど
、

法
人
へ
の
経
営
改
善
等
の
助

言
、
あ
る
い
は
情
報
提
供
の

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
集
積
に
つ
い

て
も
、
農
地
中
間
管
理
事
業

等
に
よ
る
農
地
集
積
・
集
約

化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答
企
画
情
報
課
長

答
企
画
情
報
課
長

答
農
政
課
長
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鍋
田 

　平
議
員

区
長
（
嘱
託
員
）
に
つ

い
て

問

集
落
内
開
発
に
つ
い
て

問

各
地
区
の
公
民
館
の
水

質
検
査
と
発
電
機
の
配

備
に
つ
い
て

問

　
最
近
、
嘉
島
町
に
住
み
た

い
と
沢
山
の
転
入
者
が
増
加

し
て
お
り
、
熊
本
県
で
も
数

少
な
い
人
口
増
加
地
域
と
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

反
面
農
業
従
事
者
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
現
在
区
長

制
度
は
農
業
に
精
通
し
て
い

な
い
と
難
し
い
問
題
も
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
農
業

従
事
者
の
減
少
の
中
で
現
在

の
区
長
制
度
で
は
行
き
詰
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
行
政
と
し
て
今
後
の
区

長
制
度
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
嘉
島
町
に
は
、
一
定
の
地

区
に
住
所
を
有
す
る
者
の
地

縁
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た

団
体
と
し
て
、
13
の
行
政
区

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
住
民
自

治
の
機
能
を
有
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
行
政
区
の
構
成
員
を
代
表

す
る
「
区
長
」
職
が
あ
り
ま

す
。
区
長
の
み
な
ら
ず
、
副

区
長
、
会
計
、
そ
の
他
の
役

職
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
民
主

的
に
選
出
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
町
に
お
い
て
は
、

行
政
全
般
の
運
営
確
立
の
た

め
「
嘉
島
町
区
嘱
託
員
設
置

規
程
」
に
基
づ
き
13
の
行
政

区
を
定
め
、
区
民
の
総
意
に

よ
り
推
薦
さ
れ
た
方
を
「
嘱

託
員
」
と
し
て
、
町
長
が
委

嘱
し
、
町
の
行
政
事
務
執
行

の
補
助
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
町
の
行
政
事
務
の
う
ち
、

農
業
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
米
・
麦
・
大
豆
を
は

じ
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
農

作
業
の
節
目
、
節
目
に
お
い

て
「
農
業
に
関
す
る
事
柄
の

関
係
者
へ
の
周
知
」
の
お
願

い
や
、
嘱
託
員
会
議
の
際
に

「
籾
種
子
消
毒
日
・
田
植

え
・
水
田
の
中
干
し
・
落
水

期
日
」
な
ど
に
つ
い
て
、
協

議
を
お
願
い
し
、
そ
の
時
期

を
決
定
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
嘉
島
町
は
、
旧
来

か
ら
、
農
業
が
基
幹
産
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
区
長
に
は

農
家
を
さ
れ
て
い
る
方
が
主

に
選
出
さ
れ
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
が
、
最
近
は
、
農

家
を
さ
れ
て
い
な
い
区
長
さ

ん
が
選
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
す
。
農
業
を
さ
れ
て

い
な
い
嘱
託
員
さ
ん
の
集
落

で
は
、
農
業
に
関
し
て
精
通

さ
れ
て
い
る
農
家
の
方
が

「
生
産
組
合
長
」
や
「
営
農

組
合
長
」
を
務
め
ら
れ
、
嘱

託
員
さ
ん
と
連
携
し
て
集
落

ぐ
る
み
で
農
業
の
運
営
が
で

き
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政

区
で
独
自
に
農
区
長
を
選
任

さ
れ
て
も
良
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
町
と
し
て
は
、
現
状

の
嘱
託
員
制
度
に
よ
り
農
業

に
関
す
る
行
政
運
営
は
可
能

と
判
断
し
て
お
り
、
現
状
を

継
続
す
る
こ
と
と
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
、
各
地
区
で
集
落
内

開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

心
配
し
て
い
る
の
は
隣
接
し

た
田
畑
、
特
に
裏
地
の
道
路

確
保
が
で
き
て
い
る
か
無
道

路
地
に
な
ら
な
い
か
等
、
後

で
問
題
発
生
し
な
い
よ
う
に

集
落
内
開
発
申
請
時
に
十
分

審
査
を
し
て
許
可
を
お
願
い

し
た
い
の
で
す
が
。

　
集
落
内
開
発
に
つ
い
て
は

町
が
公
共
施
設
管
理
者
と
し

て
、
既
存
町
道
、
里
道
、
水

路
な
ど
の
状
況
と
開
発
許
可

の
内
容
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

都
市
計
画
法
第
32
条
の
協
議

と
同
意
の
手
続
き
を
経
て
、

町
か
ら
県
へ
開
発
の
進
達
を

行
っ
て
い
ま
す
。
開
発
行
為

で
改
築
等
を
行
う
際
に
は
、

周
辺
の
影
響
を
十
分
に
考
慮

し
、
地
元
の
区
長
さ
ん
及
び

隣
接
土
地
所
有
者
、
必
要
に

応
じ
て
土
地
改
良
区
の
同
意

を
添
付
し
た
上
で
、
そ
れ
に

添
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

開
発
す
る
道
路
沿
い
の
土
地

と
裏
地
の
土
地
利
用
に
つ
い

て
も
、
開
発
の
事
前
相
談
の

段
階
で
総
合
的
に
確
認
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
、
周
辺
の

土
地
利
用
に
支
障
が
な
い
よ

う
十
分
配
慮
し
た
措
置
を
求

め
開
発
の
指
導
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
嘉
島
町
は
災
害
時
停
電
に

な
る
と
地
下
水
使
用
の
た
め

に
ポ
ン
プ
が
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
平
成
27
年
８
月

の
台
風
災
害
で
も
水
の
配
給

は
あ
り
ま
し
た
が
飲
料
水
な

の
か
ト
イ
レ
用
な
の
か
様
々

な
課
題
が
残
り
ま
し
た
。
災

害
は
何
時
発
生
す
る
か
分
ら

な
い
の
で
、
事
前
に
各
地
区

の
公
民
館
の
水
質
検
査
と
発

電
機
を
配
備
す
れ
ば
、
飲
料

水
及
び
ト
イ
レ
の
水
等
の
確

保
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
。

　
各
行
政
区
の
公
民
館
の
地

下
水
の
検
査
は
「
熊
本
県
飲

用
井
戸
等
衛
生
対
策
要
領

（
行
政
検
査
）
」
に
基
づ
き
、

隔
年
で
実
施
し
て
検
査
結
果

を
区
長
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、

町
の
広
報
誌
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。
発
電
機
の
配
備
は

平
成
20
年
度
に
13
行
政
区
に

そ
れ
ぞ
れ
組
織
さ
れ
て
い
る

「
自
主
防
災
組
織
」
に
提
供

し
て
い
ま
す
。
災
害
時
は
停

電
の
日
数
や
時
間
な
ど
規
模

に
も
よ
り
ま
す
が
、
行
政
だ

け
で
は
対
応
に
限
界
が
あ
り

ま
す
の
で
「
自
助
」
や
「
共

助
」
の
観
点
か
ら
災
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

事
前
に
飲
料
水
・
非
常
食
及

び
生
活
用
水
を
風
呂
場
等
に

確
保
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

防
災
無
線
で
周
知
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
総
務
課
長

答
建
設
課
長

答
総
務
課
長

富
山 

　勝
議
員

地
域
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン

ジ
推
進
事
業
に
つ
い
て

問

か
し
ま
広
域
農
場
農
業

生
産
法
人
設
立
に
つ
い

て
問

　
11
月
６
日
の
上
益
城
管
内

の
議
会
議
員
研
修
会
に
お
い

て
、
県
の
地
域
振
興
の
取
組

み
に
つ
い
て
の
説
明
で
、
夢

チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
の
活

用
状
況
の
中
、
上
益
城
５
町

で
本
町
の
み
採
択
件
数
、
採

択
額
い
ず
れ
も
０
と
記
載
及

び
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
推
進
事
業

の
状
況
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

の
５
年
間
（
23
年
〜
27
年
）

一
度
も
活
用
し
て
い
な
い
の

か
又
、
本
町
で
は
定
住
促
進
、

企
業
誘
致
等
色
々
な
努
力
を

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
今

後
の
当
該
事
業
の
取
組
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
「
地
域
づ
く
り
夢
チ
ャ
レ

ン
ジ
推
進
事
業
」
は
、
平
成

23
年
度
か
ら
熊
本
県
が
地
域

の
活
性
化
や
地
方
創
生
を
目

指
し
、
市
町
村
や
地
域
住
民

の
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
を

後
押
し
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
補
助
事
業
と
し
て
、
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
質
問
の
平
成
23
年
か
ら
の

５
年
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
団
体
等
に
対
し
て
本
事

業
に
対
す
る
取
り
組
み
へ
の

照
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
事
業
に
対
す
る
取
り
組

み
の
意
向
が
無
く
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地

方
創
生
に
お
け
る
総
合
戦
略

の
施
策
で
あ
り
ま
す
「
移
住

定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
、

空
き
家
、
空
き
地
対
策
等
に

関
す
る
情
報
提
供
の
シ
ス
テ

ム
導
入
」
や
「
産
業
の
振
興

と
し
て
、
農
業
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
商
品
開
発
等
」

へ
の
取
り
組
み
を
検
討
し
ま

す
。

答
弁
を
受
け
て

　
本
事
業
に
対
す
る
取
り
組

み
へ
の
照
会
を
行
っ
た
と
の

事
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
地

域
、
団
体
等
に
照
会
さ
れ
た

の
か
。

　　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
一
般
的

に
事
業
案
内
を
行
な
い
ま
し

た
。
又
、
各
団
体
に
対
し
て

直
接
、
事
業
説
明
会
の
案
内

や
照
会
を
行
い
ま
し
た
が
、

５
年
間
残
念
な
が
ら
取
り
組

み
の
意
向
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　　
11
月
12
日
か
し
ま
広
域
農

場
農
業
生
産
法
人
設
立
が
あ

り
ま
し
た
。
設
立
に
至
る
ま

で
に
は
町
及
び
役
員
の
皆
様
、

並
び
に
関
係
各
位
の
ご
苦
労

に
感
謝
致
し
ま
す
。
そ
こ
で

地
域
説
明
が
何
回
か
あ
っ
た

中
で
伺
い
た
い
。

一
　
今
後
の
か
し
ま
広
域
農

場
農
業
生
産
法
人
に
対
し
て

町
の
支
援
取
組
み
に
つ
い
て

二
　
広
域
法
人
に
お
け
る
農

地
集
積
に
つ
い
て

　
本
町
の
六
つ
の
集
落
営
農

組
織
を
統
合
し
、
組
合
員
数

３
９
３
人
、
経
営
面
積
約
４

８
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
、

九
州
最
大
規
模
、
国
内
で
も

有
数
の
「
農
事
組
合
法
人
か

し
ま
広
域
農
場
」
の
設
立
総

会
が
、
ご
質
問
の
と
お
り
11

月
12
日
、
町
民
会
館
ア
ク
ア

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
農
家

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、

営
農
継
続
に
対
す
る
不
安
や

農
業
機
械
の
更
新
等
の
問
題

が
あ
る
中
、
営
農
組
織
の

方
々
と
土
地
利
用
型
農
業
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
町
と
し

ま
し
て
も
、
県
内
で
初
め
て

の
町
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る

農
事
組
合
法
人
が
誕
生
し
た

こ
と
で
、
今
後
、
広
域
農
場

で
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
た
コ
ス
ト
削
減
と
構

成
員
の
収
益
最
大
化
を
目
的

に
、
強
い
土
地
利
用
型
農
業

の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
も

の
と
思
い
ま
す
。
町
と
し
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
上

益
城
や
県
及
び
農
業
公
社
と

も
連
携
し
て
、
広
域
農
業
法

人
の
設
立
に
つ
い
て
、
推
進

検
討
会
、
法
人
設
立
準
備
委

員
会
に
お
い
て
、
具
体
的
な

設
立
に
向
け
た
検
討
や
３
回

に
わ
た
る
集
落
説
明
会
、
土

地
持
ち
非
農
家
へ
の
説
明
会

等
を
開
催
・
支
援
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

法
人
設
立
の
総
会
は
終
っ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
国
内
外
で

の
価
格
競
争

の
激
化
に
対

応
し
、
米
・

麦
・
大
豆
を

中
心
と
し
た

土
地
利
用
型

農
業
の
競
争

力
強
化
を
図

る
た
め
、
大

豆
作
付
面
積

の
増
や
野
菜

等
の
作
付
け
の
取
り
組
み
、

農
業
機
械
の
有
効
活
用
な
ど
、

法
人
へ
の
経
営
改
善
等
の
助

言
、
あ
る
い
は
情
報
提
供
の

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
集
積
に
つ
い

て
も
、
農
地
中
間
管
理
事
業

等
に
よ
る
農
地
集
積
・
集
約

化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答
企
画
情
報
課
長

答
企
画
情
報
課
長

答
農
政
課
長

事務所開き（JA嘉島支所敷地内）
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嘉島町議会だより第18号

再生紙を使用しています。

平成28年に向けて

12月定例会

町政のここが聞きたい一般質問（４名）

主な議会活動

12月定例会

8

編
集
後
記

　本
広
報
誌
も
第
18
号
と
な
り
ま
し

た
。今
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　新
年
の
発
刊
に
あ
た
り「
平
成
28
年

に
向
け
て
」と
題
し
た
、各
議
員
の
抱

負
を
是
非
皆
様
に
読
ん
で
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　さ
て
、い
ち
早
い
情
報
提
供
と
い
う

観
点
か
ら
、本
来
の
発
刊（
配
布
）は
、

議
会
終
了
後
1
か
月
程
度
が
最
良
と

考
え
ま
す
が
、現
段
階
で
は
、議
会
終

了
後
3
〜
4
回
の
委
員
会
を
開
き
構

成・検
討
な
ど
を
繰
り
返
し
行
っ
て
お

り
ま
す
。今
後
は
、広
報
委
員
全
員
で

更
な
る
検
討
を
重
ね
、早
期
発
刊
や
皆

様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

委
員
長

　宮
本
睦
生

委

　
　員

　木
下

　徹

副
委
員
長

　富
山

　勝

委

　
　員

　森
田
義
雄

委

　
　員

　中
津
芳
春

委

　
　員

　春
日
堅
一

発
行
責
任
者
／
議
長

　川
上
國
治

議会の事など、ご意見をお寄せ下さい。
　　　　　又、議会だよりの「声」も募集しております。

※次の議会は、3月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。
「声」の募集や傍聴などのお問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）

募集してます。【みなさんの意見などお聞かせ下さい。】

主な議会活動（平成27年10月から1月まで）
月　　日 場　所　等項　　　　　　　　目

１０月　２日
１０月　３日
10月　7日～ 8日
10月14日～16日
１０月１９日
１０月１９日

１０月２３日

１０月２６日
１０月２７日
10月28日～30日
１１月　２日

１１月　３日

11月 4日～ 5日
１１月　６日
１１月　７日
１１月　８日
11月11日～13日
１１月１８日
１１月１９日

１１月２０日

11月25日～27日
12月 4日～ 7日
１２月　４日
１２月　８日
１２月１５日

１２月２４日

12月16日・1月27日
1月10日
1月12日

1月13日

1月14日
1月15日
1月20日
1月27日

町都市計画審議会（議長・森田・境野）
男女共同参画を考えよう第4回上益城大会（宮本）
監査委員全国研修会（清﨑議選監査委員）
経済厚生常任委員会行政視察
熊延鉄道跡探訪（議長）
例月現金出納検査（清﨑議選監査委員）
主要地方道小川嘉島線道路及び一般国道266号三角嘉島線整備
促進関する要望（議長）
熊本都市計画事業嘉島東部台地区画整理審議会（議長・森田）
議員研修会（全議員）
九州中央自動車道建設促進沿線議会協議会提言活動（議長）
町農業振興協議会（議長・鍋田）
町文化祭（全議員）
甲佐町合併60周年記念式典（議長）
上益城郡監査委員連絡協議会視察研修（清﨑議選監査委員）
上益城郡議員研修会及びスポーツ大会
第１０回人権の集い（全議員）
ジョイフルスポーツ（全議員）
町村議会議長全国大会及び郡町村議長会視察研修
例月現金出納検査（清﨑議選監査委員）
まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会（議長）
議会運営委員会
議会広報研修会（森田・中津・春日）
熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会（議長・木下・森田）
益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会視察研修（木下・鍋田）
第４回定例会
上益城消防組合議会第3回定例会（境野・川野）
第15回九州中央自動車道建設促進大会（議長）
例月現金出納検査（清﨑議選監査委員）
第4回臨時会
熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会（議長・木下・森田）
広報委員会（第1回～３回）
嘉島町成人式
町教育問題懇話会（議長・宮本）
熊延鉄道開業100周年記念写真展記念式典（議長）
上益城郡町村議会議長会定例会
くまもと創生フォーラム（議長）
例月現金出納検査（清﨑議選監査委員）
町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会
全員協議会

庁議室
甲佐町
東京メルパルク
石川県能美市ほか
上益城地域振興局発
監査委員室
熊本市役所
熊本県庁
役場2階大会議室
益城町文化会館ホール
福岡・東京
役場3階中会議室
町民会館（アクア）
甲佐町役場
佐賀県玄海町・佐賀県唐津市
山都町
町民会館（アクア）
嘉島中学校グランド
東京ＮＨＫホール・長野県坂城町ほか
監査委員室
役場3階中会議室
庁議室
自治会館
甲佐町
兵庫県川崎市ほか

組合事務所
宮崎県延岡市
監査委員室
役場議会議場
上益城地域振興局
監査委員室
町民会館（アクア）
嘉島中学校
甲佐町
山都町
熊本テルサ
監査委員室
グランメッセ
議員控室


